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鳥海登山による教育実践

６月２５日（金）第４０回全校鳥海登山が計画されています。昨年度は、
コロナ禍で中止せざるを得なかった、本校のスペシャルな教育が、実施の
方向で進められています。併せて、安全・安心の確保を最重点課題に設定
し、伝統行事の成功に向けて、先生方が工夫を重ね、さまざまな点に配慮
をしつつ、企画が進んでいます。

４０回を迎える伝統行事は、 1981（昭和 56）年４月、開校５年目の仁賀
保高校に赴任した荘司昭夫先生（秋田県山岳連盟顧問）が、新しい行事を
やろうという機運のなか、全校鳥海登山を提案した（秋田魁新報、シリー
ズ時代を語る 2018.1.7）ことから始まりました。現在は、本校と矢島高校
で全校鳥海登山を実施していますが、行事の精選等の理由で、かつては行
っていた全校登山を、現在では、ほとんどの高校で実施していません。

山登りはよく、人生に例えられます。また、日常生活を営む平地での活
動とも異なります。人生のなかで、貴重な体験ができる全校鳥海登山を、
仁賀保高校の「教育活動の要」と位置づけ、他校では味わうことができな
い感動や達成感を、仲間とともに共有してほしいと願っています。

昨年度中止を余儀なくされた影響で、１年生のみならず２年生も、初め
ての鳥海登山となります。そのため経験不足は否めません。バックアップ
体制に関しても、教職員の転勤等により、登山経験を持った教職員が少な
く、今回の再開に当たっては、特に慎重に準備を進めています。

去る４月１３日（火）の特別活動部会を皮切りに、教職員、生徒の登山
委員会をそれぞれ２回ずつ開催し、安全・安心の確保を念頭に入れた準備
を進めてきました。５月１８日（火）、教職員による偵察登山、６月３日
（木）に内科検診、４日（金）には班編成や参加同意書の提出、先週末ま
でに装備点検等を実施しました。１４日（月）の応急手当講習会を経て、
１８日（金）には、教職員・生徒代表による調査登山が計画されています。

本番で安全・安心な登山を実施するために、ルート上の危険箇所や山道
の状況等を綿密に調べ上げます。危険箇所等があった場合や、配置職員の
経験不足がもたらすリスク、コロナ禍における登山者の心身の負荷の増大
等を考慮して、万全な準備が出来ないと判断した場合には、大物忌神社へ
の登頂を控えるなど、計画の変更も視野に入れた判断をすることになるか
も知れません。生徒・保護者の皆さまには、御了承をお願いします。

仁賀保高校では今年度から、生徒が主役となる学校行事等の企画・運営
に関する職員会議に、生徒の代表にも参加してもらいます。会議を、「師
友もろとも手をとりて」学校行事をより安全・安心で、充実した内容に創
り上げる場に進化させたいと思います。この趣旨から、２１日 (月 )の登山
職員会議では、生徒同席のもと、行事の成功に向けて打ち合わせます。

全校鳥海登山は、本校教育活動の目玉のひとつであり、教育効果は計り
知れないものがあります。しかし、コロナ禍で不安が渦巻くなか、何より
も「健康と安全・安心の確保」というスタンスを崩さず、実施していきた
いと考えております。保護者の皆さまには、御理解と御支援をいただきま
すよう、重ねてお願い申し上げます。

★ アイコンタクト（ｉ con t act３）を心がけてください。目と目で通じ合い、 face
to face で向き合いながら、「考えながら行動する」笑顔の素敵な人間たれ！

★ メモをとる習慣を確立しましょう。生徒手帳をフル活用してください。メモをと
る習慣は、将来必ず役に立ちます。

★ 意識力＝意思・意志（瞬間）＋気力（持続）です。意識力を育成することで、学
ぶ力が増幅します。考えたことを継続してやり抜きましょう。

★ ＧＴＨは、「疑問→探究→発見」という学びの方程式です。
★ 「自己有用感」を高めてください。そのためにあなたは何に挑戦しますか ?

自分が誰かの役にたつためには、感謝の心と自己肯定感を持つことが大切です！
★ ＮＰＴは仁賀保高校プログラミング思考の略称です。ＮＰＴを意識して、学びを
活性化しましょう。プログラミングは、 Trial＆ Errorで進めましょう！

★ 「自分事」「当事者意識」を持って取り組む仁高生に変身しましょう！


